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ne は じ め に 
 

 このたび、「２００７中越沖地震選挙の記録」を発行することになりま

した。この記録は、平成１９年７月２９日執行の第２１回参議院議員通常

選挙が、７月１２日に公示されてから５日目を迎えた７月１６日、正に選

挙期間のまっただ中に発生した中越沖地震における選挙管理執行体制等の

状況を収録したものです。 

 この冊子が災害時における選挙管理執行体制の参考となり、役立ててい

ただければ幸いです。 

 

 

 
 

柏崎市選挙管理委員会    
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２ 平成１９年新潟県中越沖地震の被災状況等 

新潟県中越沖地震柏崎市の対応と復興状況（ダイジェスト版）より抜粋 
 
 
 

（１）新潟県中越沖地震の概要 
○発生 

  平成１９年７月１６日 

（月；海の日で休日） 

午前１０時１３分２３秒 

 

○震源地 

  上中越沖 新潟の南西６０ｋｍ 

    北緯３７度３３．４分 

  東経１３８度３６．５分 

深さ１７ｋｍ 

 

○マグニチュード（Ｍ） ６．８ 

 

○計測震度  ６強 

発震機構は北西－南東方向に圧力軸を持

つ逆断層型 

・柏崎市の沿岸部で地殻が最大北西方向

へ約１７ｃｍの移動。 

・現地調査や水準測量の結果から、柏崎市

観音岬を中心に最大約２５ｃｍの隆起。 

・柏崎験潮所で約４ｃｍの沈降。 

 

（２）被害状況 

 ○平成１９年６月３０日現在の人口と世帯数 

  人口  ９４，３５８人（うち外国人登録者数；８４０人） 

  世帯数 ３４，５３７世帯（うち外国人世帯数；６９６世帯） 

 

 ○人的被害 

  ・死亡   １５人（うち、１人は刈羽村） 

   ・負傷者  １，６６４人（重傷２１７人、軽傷１，４４７人） 

   ・避難者  最大 １１，４１０人（新潟県内では、１２，４８３人） 

   ・避難勧告 １６箇所、１５２世帯４２１人 

中越沖地震の震源地と被害状況 
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  ○建物被害 

   ・住居   ２８，４２６棟 

全壊家屋 １，１２１棟、大規模半壊  ６７６棟 

半壊家屋 ３，９０７棟、一部損壊２２，７２２棟 

 

○施設被害 総額  ２，２７０億４，５２８万円 

区 分 被 害 金 額 

住家･非住家 １，９２８億８，４７０万円 

公共施設関係  ３４億  ９８９万円 

文教施設関係 ５億  ７９７万円 

土木関係 １４６億２，３７３万円 

農林水産関係  ７５億９，７４９万円 

ガ ス 関 係 ６２億９，０１３万円 

水道関係 １７億３，１３７万円 

        

  ○ライフラインの被害 

区 分 被害状況 全面復旧月日 復旧日数 

電   気 停電戸数  ２３，３００戸 ７月１８日 ２日後 

水    道 断水戸数  ４０，２６０戸 ８月  ４日 １９日後 

ガ    ス 断ガス戸数 ３０，９７８戸 ８月２７日 ４２日後 

公共下水道 
被害延長    ４０.４ｋｍ 

⇒発災直後から処理を継続。 

８月１１日 

(応急仮配管が終了) 
２６日後 

農業集落排水 
被害延長    ３３.１ｋｍ 

⇒発災直後から処理を継続。 

８月１４日 

(応急仮配管が終了) 
２９日後 

 

○避難勧告・避難指示の状況   

崖崩れ及び地すべり・擁壁倒壊・市道の崩落により、避難の必要な地区に対し、避難勧告ま

たは避難指示を発令した。（１６箇所、１５２世帯４２１人） 

・避難勧告発令（１１箇所) 

勧告地域……米山町、西山町五日市(２箇所)、山本、青海川、中浜二丁目、番神二丁目 

東の輪、上輪、長崎、笠島 

・避難指示発令（ ５箇所）    

        指示地域……西山町中央台、西本町二丁目、番神二丁目、青海川、西山町別山 

            

○避難勧告・避難指示の解除 

平成２０年１２月２６日(発災から１７か月目)に、避難勧告・避難指示はすべて解除された。 
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○避難所の開設 

区   分 指定避難所等 福祉避難所 

設 置 期 間 
１９年７月１６日 

( ～８月３１日閉鎖) 

１９年７月１９日 

( ～８月３１日閉鎖) 

設 置 施 設 

小学校、中学校、高等学校、コ

ミュニティセンター、その他の

公共施設 

小学校 1、高等学校 1、特別養

護老人ホーム 2、デイサービス

センター 2 

避 難 箇 所 ８２箇所 ６箇所 

避 難 人 数 

※ ピーク時（19.7.17 現在） 

１１，４１０人 

( 延べ ６６，３４５人 ) 

 

１０５人 

( 延べ １,３６８人 ) 

 

避難所の様子（柏崎小学校） 
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（３）地震発生当日の対応 
 

10 時 13 分 
 
地震(本震)発生 

 10 時 40 分 
(27 分後)  

 
自衛隊派遣要請 

 10 時 50 分 
(37 分後) 

 
➽防災無線広報（№1）「津波注意報、隣近所での安否確認、発電所停止」 

 
10 時 53 分 
(40 分後)  

市災害対策本部の設置（市役所 4 階大会議室） 
※本部員 16 人中 11 人が登庁 

 
11 時 10 分 

 
➽防災無線広報（№2）「避難所開設と避難開始、ガス漏れ付近注意」 

 
11 時 25 分 

 
➽防災無線広報（№3）「発電所 3 号機から出火、放射能の心配なし」 

 
11 時 40 分 

 
➽防災無線広報（№4）「水道の順次停止と水の確保」 

 
12 時 05 分 

 
➽防災無線広報（№5）「交通情報、停電」 

 
12 時 10 分 

 
➽防災無線広報（№6）「ガス漏れ付近注意、ガス栓の閉栓」 

 
12 時 25 分 

 
➽防災無線広報（№7）「発電所 3 号機の火災鎮火」 

 
12 時 35 分 

 
➽防災無線広報（№8）「道路情報と通行注意」 

 
13 時 04 分 

 
➽防災無線広報（№9）「垂れ下がりの電線、電柱への注意」 

 
13 時 40 分 

 
➽防災無線広報（№10）「避難所開設完了、水と食糧手配中」 

 14 時 10 分 
(3時間57分後)  

避難勧告の発令（第 1号）（青海川の一部） 

 15 時 00 分 
(4時間47分後)  

第 1 回市災害対策本部会議の開催 

 
15 時 37 分 

 
余震発生（マグニチュード 5.8、震度 6 弱） 

 
17 時 00 分 

 
第 2 回市災害対策本部会議を開催 

 
18 時 00 分 

 
第 3 回市災害対策本部会議を開催 

  
20 時 00 分 

 

第 4 回市災害対策本部会議を開催 
 ※２０時現在、1,095 人中 953 人(87.0%)が登庁した。 

 
21 時 26 分 

 
➽防災無線広報（№38）「市長から市民への地震対応に関する直接の呼びか

け」 
 

22 時 00 分 
 
第 5 回市災害対策本部会議を開催 

 
22 時 40 分 

 
市長臨時記者会見（市役所 5 階議場） 

☆ 20時 00分 災害救助法の適用 
☆ 20時 30分 政府現地連絡対策室の設置（～8月 10日） 
☆ 21時 50分 新潟県現地対策本部の設置（～8月 10日）  

※防災行政無線放送による情報提供 
 全世帯･事業所に設置してある屋内の個別受信機及び屋外の

スピーカを通して、地震の被害状況・ライフライン等に関する

情報を随時放送し続けた。 

 また、地元コミュニティ放送局の『ＦＭピッカラ』(災害時

における緊急情報放送に関する協定締結済み)が、発災直後か

ら４１日間にわたり災害放送を続け、市民へ情報を提供した。 
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（４）その他参考事項 

ア 災害時要援護者への対応  

介護高齢課職員による電話及び一部訪問のほか、自主的な民生委員による訪問等により安否確

認を行った。          

  ａ 在宅高齢者の安否確認    

    ・確認期間  平成１９年７月１６日～７月２１日(６日間) 

・対象者数  ９，０１７人 

ｂ 障害者の安否確認       

    ・確認期間  平成１９年７月１６日～７月２３日(８日間) 

・対象者数  １，０８３人 

 

イ 避難所への食糧の提供 

（ア）パン・おにぎりの提供 

発災の初日から８月１２日まで、避難所 (避難所以外で食事の確保ができない方も含む)に

対し、新潟県災害対策本部が調達したパン・おにぎり等を提供した。 

  ・提供期間 ４７日間 

  ・総提供数 パン･おにぎり  １，２１４，３４６食 

               

（イ）自衛隊による給食サービス（炊き出し） 

 発災の初日からいち早く炊き出しの体制が準備され、その後も順次拡充、７月２０日には毎

食２０，０００食分の提供可能体制となった。 

 市内のライフラインの復旧と避難者数の減少により、

徐々に体制を縮小し、８月１２日の夕食をもって終了とし

た。 

  ・提供期間 ２８日間 

  ・総喫食数 ６７７，９１３食 

  ・ピーク時 朝食 約１６，４００食（7/22） 

        昼食 約１６，３００食（7/22） 

        夕食 約１７，８００食（7/24） 

 

（ウ）地元鮮魚商組合による弁当プロジェクト 

８月１３日から８月３１日までは、市内のライフラインが復旧したことから地元業者（柏

崎鮮魚商協同組合を窓口）に、パン・おにぎり・弁当・野菜ジュースを柏崎市災害対策本部

が発注し提供した。なお、８月１９日からは、避難所のみに提供した。 

  ・弁 当         １５，７８２食 

  ・野菜ジュース       ４，３７０個 

 

ウ 給水車による飲料水の提供 

発災初日には、日本水道協会新潟県支部に給水車５０台の要請を行い、当日夕方に応援事業

 

自衛隊給食サービスの状況 



 －１６－ 
 

隊からの給水車第 1 陣が到着(～７月３１日）、夜には自衛隊の給水車(～８月９日)も加わり避

難所への給水を行った。 

 ・ピーク時  １日２９３台 

 

エ 救援物資の受け入れ･配送 

救援物資の受け入れは、発災初日から市役所車両倉庫のほか武道館・北園町体育館・夕陽のド

ーム・ＪＡ倉庫・日通港倉庫などで受け入れた。 

発災の５日目の７月２０日から、各避難所への食糧及び生活必需品の配給は、新潟県の要請に

より新潟県トラック協会(日本通運㈱)が、市役所裏車両倉庫内に『救援物資配送センター』を設

置し、救援物資の受入管理から在庫管理・倉庫間輸送、さらに配送計画から避難所への輸送まで

一切の業務を行った。 

このほか、バイク隊を含むボランティアと自衛隊による配送も行われた。 

 

オ 仮設トイレの設置 

   発災の初日から避難所や主な公園などに仮設トイレを設置した。 

・設置数  １，９８８基 

 

カ 入浴サービスの開始 

   ７月１８日(発災から２日目)から自衛隊による臨時入浴施設等での入浴サービスが実施された。 

   ・陸上自衛隊 ２５箇所 

   ・海上自衛隊  １箇所  ※自衛隊の利用合計 延べ１６０，５１０人      

・市内公設関連入浴施設    ７箇所      延べ ４５，７０６人 

・市外の温泉ほか入浴施設 １７４箇所 

   ・民間業者          ３箇所 

 

キ 応急仮設住宅の建設 

（ア）建設箇所  ３９箇所  

（イ）建設場所  ・コミセンの駐車場、広場            ９箇所 

           ・運動場・グラウンド            ８箇所 

          ・都市公園                 ５箇所 

             ・学校                          ２箇所 

                  ・その他の公共施設（広場･駐車場･学校跡地）７箇所  

           ・民間(法人・個人)の用地           ８箇所 

（ウ）建設戸数  １，００７戸  (建設着手:１９年７月２３日～) 
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ク 人的支援の状況 

（ア）災害ボランティア     延べ ２２，３１６人 

（イ）行政等公共機関関係    計 １９２，４０９人 

・国関係         ９，４８０人 ※内閣府、海上保安庁、農林水産省等 

・陸上自衛隊       ９０，４６１人 

・海上自衛隊        ６，７６４人 

・航空自衛隊        ２，９５４人 

・新潟県         ６，６９８人 

・新潟県警       ６７，１２０人 

・消防関係         １，０９３人 

・他の市町村        ７，８３９人 

 

 

（５）復興支援室の設置  

平成１９年９月１日(発災から４７日目)、中越沖地震からの復興支援及び総合調整等を行うプ

ロジェクトチームとして『復興支援室』を設置した。 

 

  ※ 平成２０年度は復興元年との位置付け。 
「頑張ろう輝く柏崎」をスローガンに復旧・復興最優先の取り組み。 
 （全面復興には１０年以上かかる見込み） 

※ 当初予算４６５億円 ⇒ ８６６億円（８０％増） 
    災害復旧補正３９３億円 補助、交付税控除の一般財源８２億円（１５億円持出） 
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